
     平成 26 年 3 月 16 日 主日礼拝   
                                   

礼拝開始：午前 11 時                     愛餐会 

------------------------------------------------------------------- 

司    会 ： 平松章冶兄 

奏    楽 ： 小島明美姉   

おいのり  ： 下岡晶子姉 

さ ん び  ： 新聖歌 298「主よわがそばをば」  1．2．4 節 

十   戒     

聖   書 ： 創世記 15 章 1 ～ 6 節 （P.16） 

（朗読：持田樹理姉） 

音    楽 ： Dream On (韓流スター) DVD  

メッセージ ： 「天を仰いで星を数えて」   倉知 契牧師 
 

さんび と 献金 ： ♪ 聖歌 656 「感謝します」 

頌    栄  ： ♪ ハレルヤ（Ｂ♭） 

祝    禱 

報    告 

-------------------------------------------------------------------- 

【瀬戸ニュース】 

◇ 皆様を心から歓迎します。お昼は無料！ご家族みんなで。 

◇ 3/30（日）オープン礼拝（音楽ミサ）＋持ち寄り音楽会 

   午前の礼拝からお誘いください。100人礼拝を目指します！ 

◇ 今日午後、3/30のための女性合唱の練習（20分）あり。 

◇ 来週、3/23東京リニューアルには牧師・安倍ご夫妻が参加。 

 

◇ 今週も祈祷会を大切に！  

木曜10時半 / 土曜掃除10時半・祈祷会11時15分 

◇ 祝大 A コース：マルコ １２章～１５章    

Ｂコース：申命記 ８章～２７章 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
英国ウェストミンスター寺院の地下室に、こんな碑文があります。 

何の束縛もない若かりし頃、想像は果てしなく広がり、私は世界を変え

ることをゆめみていた。ところが、年を重ね賢くなり、世界は変わらない

ことに気づいた。そこで、目指すものをもう少し近いものにして、自分の

国から始めることにした。だが自分の国も変わらなかった。老年期に入り、

私の願いは悲痛な思いに変わった。自分の国もだめなら、少なくとも、 最

も近くにいる家族を変えることにした。だが、悲しいことに、これすらま

まならなかった。今、私は死の床についている。なんと、今になって初め

てわかったのだ。変えなければいけないのは、自分自身だったのだと。自

分が変われば、家族もかわっただろう。そして家族に励まされて支えられ

ることで、国をよくすることもできただろうし、やがては世界を変えるこ

とすらできたかもしれなかったのだ…。 

 

私の人生の大先輩であり、神学校の同級生であった高木國男先生は、長

年IBMという会社で管理職のお仕事をされていました。奥様について、ある

教会に通っていましたが、「ありのままで愛されている」という話に違和

感があったとか。そんな折に、座間カルバリーチャペルで大川先生の説教

を聴きました。「あなたは、ありのままで愛されています。でも、そのま

まで良いわけではありません。あなたは変わらなければなりません！」感

動した高木先生は、IBMを５５歳で早期退職。神学校で学び、宣教師として

アメリカの日本人教会で牧会、帰国して教会の副牧師・会計を長年担当し、

７０代半ばの今もチャーチ・スクールで次世代の教育に励んでおられます。 

私はいま、瀬戸カルバリーチャペルに「絶好の変化のチャンス」が訪れ

ていると思います。与えられた一度の人生をどう生きるか。何か新しいこ

とに挑戦しませんか。聖書通読を始める、祈祷会に参加、ご奉仕や什一献

金をする。証しやトラクト配布などの伝道も主が喜んでくださいます。主

に祝福され、他者を祝福する皆様でありますように！（東京リニューアル

3/23のためにお祈りください） 

 

 瀬戸カルバリーチャペル    倉知 契 

◇次聖日礼拝奉仕者 [平成26年3月23日]  [夜・東京リニューアル] 

 [司会：赤塚敏郎兄、いのり：平松友子姉、聖書朗読：大神久美姉] 

  [証し：下岡晶子姉] 

[ピアノ：倉知契牧師、  賛美リード：大神雄兄 

アシスト：大神美乃姉、鄭恵真姉  

 [献金：持田樹理姉、受付：加藤由美子姉] 

◇PA：平松章治兄                ◇週報編集：片岡洋一兄 

◇ホームページ編集：大神真伸兄   ◇日曜学校：倉知契牧師 
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